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令和８年度（第２回） 

防災・減災対策等強化事業推進費※ 

の配分について 
 

 

国土交通省は、近年、激甚な災害が頻発していることを踏まえ、国民

の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う

公共事業に対して緊急的かつ機動的に予算を配分します。 

このうち、北陸地方整備局関係では、災害対策事業として道路事業 

（１件）及び事前防災対策事業として道路事業（１件）に対し、あわせ

て93.5百万円（国費）が配分されます。 
 

※「防災・減災対策等強化事業推進費」は、自然災害が激甚化・頻発化している状況を踏ま 

え、国民の安全・安心の確保をより一層図るため、防災・減災対策の強化を行う公共事業 

に対して、緊急的かつ機動的に配分する予算です。今回配分された予算は、災害を受けた 

地域の再度災害防止対策及び突発的な事象への緊急的な対策等が必要となった地域の事 

前防災対策に活用されます。 

 

 
 

国土交通省本省の記者発表は、下記のＵＲＬでご覧になれます。 

 

＜国土交通省ＨＰ＞ 

〔URL〕
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000026.html 

【災害対策事業】

崖崩れ対策

道路(補助） 事業費
国費

(配分額)

(1)
道路更新防災
等対策事業

町道小木ノ城線 出雲崎町 新潟県 三島郡出雲崎町大字相田地先 17.0 8.5

計 1件 17.0 8.5

【事前防災対策事業】

崖崩れ対策

道路(補助） 事業費
国費

（配分額）

(2)
道路更新防災
等対策事業

一般国道351号 新潟県 新潟県 長岡市麻生田地先 170.0 85.0

計 1件 170.0 85.0

合　計 2件 187.0 93.5

事業主体名 施行地
実施計画額

配分箇所一覧表（北陸地方整備局関係分）

［金額単位：百万円］

事業主体名 施行地
実施計画額

［金額単位：百万円］



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

令和８年３月３日、降雨や融雪の影響により崖崩れが発生した。全面通行

止めを早期に解消し、安全な交通を確保する必要があることから、推進費を

活用して緊急的に補強盛土工等を実施することにより、通行者の安全・安

心を早期に確保する。

出雲崎町

新潟県三島郡出雲崎町大字相田地先

17,000

道路更新防災等対策事業（町道小木ノ城線）

サントウ イズモザキマチ オオアザアイダ

8,500

崖崩れが発生した箇所に対し、再度災害防止として、補強盛土工等を
実施する。

令和８年４月13日撮影（被災状況） 令和８年４月13日撮影（被災状況）

【位置図】

【平面図】

☐50cm×50cm×50cm

☐50cm×50cm×40cm

☐40cm×40cm×40cm

☐50cm×50cm×50cm

☐30cm×30cm×20cm

☐40cm×50cm×40cm
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写真③

凡 例

推進費施行箇所赤

推進費施行区間L=24m 被災範囲

令和８年３月撮影（被害状況）

至 出雲崎駅

至 長岡

【写真①】

令和８年４月撮影（被害状況）至 出雲崎駅

至 長岡

【写真②】

至 出雲崎駅

至 長岡

令和８年４月撮影（被害状況）

【写真③】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費 国 費（千円） （千円）

内 容

新潟県

新潟県長岡市麻生田地先

170,000

道路更新防災等対策事業（一般国道351号）

ナガオカ アソウダ

85,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

法面対策を実施し、道路利用者の安全・安心を早期に確保する。

【断面図】

一般国道351号では、「新潟県国土強靱化地域計画」に基づき、道路の耐

震等の対策を実施している。

小規模な表面崩落が発生し、今後更なる法面崩落が発生するおそれがあ

ることから、推進費を活用して法面対策を実施することにより、通行者の安

全・安心を早期に確保する。

【平面図】

A-A’断面

新潟県

施行箇所

【位置図】
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一般国道351号

掘削工

モルタル吹付工

至栃尾

写真①（上空から）

至長岡

写真③

写真②

掘削工 V=660m3、吹付法枠工 L=1,517m、鉄筋挿入工 N=138本、
植生基材吹付工A=870m2、モルタル吹付工 A=460m2、仮設工一式

推進費施行区間 L=57m

崩壊範囲

凡 例

推進費施行箇所赤

至長岡 至栃尾

法面崩壊地形

令和８年３月撮影（被害状況）【写真①】

崩壊土砂が堆積している。

【写真②】

小規模な崩壊が
複数発生している

【写真③】

一般国道351号

令和８年４月撮影（被害状況） 令和８年４月撮影（被害状況）


